
興隆学林紀要第十八号令和二年

｢法華経』 「如来神力品」の精読

－インド・オリジナル『法華経」の解明（最終回）－

苅谷定彦

はじめに

本章はインドのオリジナル「｢正法・蓮華』の法門」 (.Saddharma-

pupdarIkodharma-paryaya｡・,＝｢法華経｣）の最終章である。

そこで、本章の精読に先立ち、 『法華経」のここに至るまでの概要を

述べるに、その前半部（＝｢序品｣、 「仏乗品」 （＝｢妙」 「方便品｣)、 「瞥嶮

品」の三品で成る）は、 この経名『正法・蓮華」に即して調えば、 「正
まこと

法」 (saddharma,=真の仏法）とは何かを説き明かして、 “一切衆生本来か
、 、 、

らぼさつ（＝成仏確定者)”という「仏智の直観」 (tathagata-jiiana-darSana,

仏知の見≠仏の知見）を衆生に①示し(samdarSana)、②理解せしめ

(avatarana)、 さらに③悟認せしめ(pratibodhana)て、④その仏智に至

る道(tathagatajhana- [darSana] -marga)に導き入れる(-avatarana) と

いう「ぼさつ鼓舞」 (bodhisattva-samadapana)－即ち、衆生をして己
、 、 、

の“本来からぼさつ（＝成仏確定者）である”ことを明蜥に認識せしめて、

その上で正覚穫得に向けての“道” （＝“行脚、修行）に導き入れること
（ 1 ）

－たるく仏乗> (buddha-yana,仏に成る教え）に他ならないと説く。

次に後半部（＝｢見宝塔品｣、 「如来寿最品｣、 「常不軽菩薩品｣、 「如来神力
（2）

品」の四品で成る）にあっては、本来の「見宝塔品」の冒頭（＝現行「法
（3）

師品」の冒頭）で、釈尊は会座の聴衆全員、なかでもその中核たる「声聞

乗に属する者、独覚乗に属する者、菩薩乗に属する者」を特に挙げて、
、

｢(これら三乗の者を含めた会座の）それらの者全てはじつに（本来から）ぼ

きうである」 (.sarvekhaluetebodhisattvah[mahasattvah)', ｢土田本｣ 196,
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7-8. 〔 〕内は後分（＝後になって付加・挿入された異質のもの)。以下、同

じ） と言明して、 「法華経」前半部を総括する。そして直ちに言葉を継

いで、 「<仏滅後〉の衆生にあっても、この法門の僅か一偶でも聞き、僅

か一念の心の生起でもってでも随喜する(abhyanumodayi9yanti)ならば、

｣ (196,8-11) と、 この者ら笥雲ても王た（本来から） I王蚤つなので西

れまた言明している。こうして、 これ以降の叙述は、最終章「如来神力

品」に至るまで全て、 〈仏滅後〉の事象となる。ここに謂う ぐ仏滅後〉

とは、 この『法華経jを創作した“仏に非ざる一人の比丘”を含めて、

この娑婆世界に現在する（＝生きて在る）我々衆生の、 “時は今く仏滅後>、
よ

無仏・悪世の代だ”という厳しくも正しい時代認識と、 しかもその無

仏・悪世の苦海に没在する我が身の“凡夫” （＝成仏不可能者）であると
、 、 、 、

する自己認識とに基づくところの、この現実そのものなのである。しか

も、その場合、仏教も含めてインドの宗教全般は、一神教とは異なって、

"人間の、人間による、人間のための宗教”であり、 しかも“智行（教理

の領解とそれに基づく己自身の主体的宗教行為の実践）双運”をもって根本

基盤とする限り、このく仏滅後〉という無仏・悪世に没在する我々衆生

は、一体如何なる宗教行為、即ち、 “行”を為すべきか、 これに応える

ものこそ、 『法華経』後半部であって、それはまさしく “｢正法jの「蓮

華」化”と言いうるものなのである。

そこでは、はじめに「見宝塔品」で「既存の仏塔の傍らでこの「｢正

法・蓮華」の法門」を説くべし」－これは、現行「法師品」中にある

文言(201,13-16)の趣意一と言い、これを承けて、会座に一大仏塔が

湧現して空中に立つ。この“仏塔”とは、頂きに傘蓋を持つ覆鉢型の人

工造形物であって、仏陀釈尊の入滅後に、それの“建立”と、それの礼

拝・供養という“仏塔信仰”が一般民衆の間に興り、盛行した。ここに

おいて、 「法華経」作者は仏塔を仏の“入滅”を表象する格好の舞台装

置として活用するのであって、 この仏塔湧現の由来を「多宝如来過去
しようよ む

諏」でもって明かし、 さらには、丁度、 “薯蘋まんじゅう”の皮を剥い
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は

て中の餡を見せるように、仏塔の表層を剥いで内を見せたところ、そこ

には、過去に入滅した多宝如来が血潮の通う美しい生身のままに坐して

おり、釈尊もまた、多宝仏に招かれて生きたままに仏塔に入り、多宝仏

と並坐して、その上で、 自分もまさに今“入滅”することを宣告する。

これはまさしく 「<仏滅後〉にあっては、既存の仏塔の傍らでこの法門

を説くし」の見事な“ビジュルアル化”に他ならない。しかも、仏塔は

決して所謂“墳墓”ではなく、その内に聖人が血潮の通う美しい生身の
ましま

ままに在すという、 インド民族固有の宗教感情に基づく仏塔の建立であ

り、それに対する礼拝・供養であって、決して入滅した聖人に対する

"追慕の情”などではなく、あくまでも生きて在す聖人に対する礼拝．

供養なのである。それが“仏塔信仰”に他ならない。

これを承けて、 「如来寿斌品」は、その前半で、燃灯仏を始祖とする

無数の過去仏が“出現"・説法しては“入滅”してきたのであり、現に今、

ここに“出現"・説法する“今仏釈尊”もまさに“入滅”せんとしており、

さらに未来にあっても、当来仏・弥勒に始まり、最終の未来仏に至るま

で、 これまた無数の仏が“出現"・説法しては“入滅”していくという

｢"釈迦仏”一族の系統（系譜、法統)」を述べて、釈尊の“永遠仏”たる

ことどころか、全く逆に、一切の仏の“入滅”の必然性を明らかにする。

その上で、後半(272, 19以降）は、我々〈仏滅後〉の衆生は、この“今

仏釈尊”の入滅に遭遇して①必ず「"悲嘆”の想い」 (Soka-samjfia)を起

すも、その極致において、 自身も全く知らずして心の奥に抱え込んでい
てんどう

た「‘‘顛倒”の想い」 (vipaITta-samjiia="一切衆生本来からぼさつ”という
、 、 、 、 、

｢仏智の直観」とは全く “さかさまの(viparita)想い”にして、 「己はあくま

でも“凡夫” （成仏不可能者） という想い｣）は自然消滅するのであり、そ

こで改めて、 この者は、②己の正覚獲得という所期の目的に「"渇望”

(＝根本煩悩たる“渇愛" (trsna)に匹敵する程の強い願望）を起した

(trsita)者となる」と言う。その場合、①悲嘆の想いの極致における

"顛倒”の想いの消滅については、 「良医治子職」でもって詳細に解説す
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「法華総」 「如来神力品」の糀読（苅谷定彦）

るも、それに比して、②「正覚独得への強い“渇望”を起した者」のそ

の後に一体何を為すべきかについては、それこそ一言半句も言及するこ
（4）

となく、 「如来寿還品」は終っている。しかし乍ら、凡そインドの宗教

全般は“智行双運”を根本基盤とする限り、 “智"、即ち、 ここで謂えば、

仏“入滅”の必然という教理を明蜥に悟認したからには、次にその“智”

に基づく “行"、即ち、 自己の主体的宗教行為、 ここではく仏滅後〉の

衆生の、 しかも“顛倒”の想いの消滅した比丘の、その己の正覚独得に

向けて「"渇望”を起した者」の為すべき菩薩行、それの何たるかを明

かさずして、どうして「｢正法の蓮華化」 （と名乗る）法門」たる信仰表

明沓、宗教文学作品でありうるであろうか。それ故、続く 「常不軽菩薩

品」こそ、 “顛倒'，の想いの消滅したく仏滅後〉の衆生の為すべき“行”

を明かすものに違いないのである。
（5）

そこで「常不軽菩薩品」を見るに、遥か昔、威音王仏のく仏滅後〉に、

一人の僧院住の菩薩・比丘が在って、彼は毎日、僧院から巷に出ては、

そこで出合う比丘、比丘尼に向かって、その一人ひとりに、一人も漏ら

すことなく、 「(A)私はあなたを軽蔑するのではありません。あなたは

決して軽蔑され無い(a-paribhUta)方です。 (B)なぜなら、あなたは菩

薩行を行じられよ◎ （そうすれば、将来必ず）あなたは仏に成られるから

です」と“呼びかけ”て廻ったのであり、それで、世間の人々からは、

,Sadaparibhnta' (即ち「(巷で出合う比丘、比丘尼に）常に(sada) 「あなた

は軽蔑され無い(a-paribhnta)方だ」 と告げる男」という緯名）で呼ばれ

たと言うのである。この“呼びかけ”における(A)と (B)とを繋ぐ
、 、

ものは、己自身の成仏を絶対保証するところの“一切衆生本来からぼさ
、

つ”より他には何もないとする、 この者の懐いた堅い信念であって、 こ

れこそが巷で出合う比丘・比丘尼らの一人ひとりに告げたいことであっ

た。しかし、それが叶わぬ故に、 ぐっと心の内に仕舞い込んで、その上

で、 “一切衆生本来からぼさつ”なる故にこそ、 (A) 『私はあなたを軽

蔑するのではありません。あなたは軽蔑され無い方です」と言い、同様
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に「"一切衆生本来からぼさつ”なるが故に」と言いたいにも拘らず、
、 、 、 、

それが言えずに、ただ(B)「なぜなら、あなたはぼさつ行を行じられよ・

(そうすれば）将来必ず仏に成るからです」とだけ告げたのである。こう

して、 この者はこの“呼びかけ”を永年にわたってなし続けて、遂に臨

終を迎えたその時、空中からの音声でもって始めて「法華経」を聴いた

と言うのである。

では、どうして、この永年にわたる“呼びかけ”の結実が「法華経」

聴聞なのかと問うに、それに対する回答はどこにも見出し得ない。それ

故、我々の側で、 ここまでの叙述に基づいて憶測するより他は無いので

ある。即ち、それは、 この常不軽菩薩が巷で出合う比丘、比丘尼になし

たこの“呼びかけ”こそ「法華経」の言わんとするく仏滅後〉の衆生の

為すべき“ぼさつ行”とピッタリと一致していた、 というよりはまさし
、 、 、 、

くそのものであったことを明白に示しているのである。換言すれば、こ

の常不軽菩薩の“呼びかけ”は、 「一切衆生本来からぼさつ」という己

の懐いた信念一それはこの者の偏見、独断の他の何ものでもないもの

－を「公理」 （＝自明の真理）たらしめるべく為してきた“行"、即ち、
、 、 、

"自利のぼさつ行”に過ぎなかったのであるが、 ここに至って、仏の金

口直説たるこの『法華経」の聴聞によって、取りも直さず、 “呼びかけ”

た当の相手の比丘、比丘尼に、彼自身の“本来からぼさつ”であること
、 、 、

を示し、乃至、悟認せしめるという、 “利他のぼさつ行”であったので

あり、 ここにおいて、 この“呼びかけ”はまさに“自利・利他一体の
まこと

『真のぼさつ行』”に他ならなかったのだという “確信”を得たのである。

この確信を得たことによって、 この菩薩は今後も、 この“呼びかけ”を、

それが幾つの仏一族の系統にわたろうとも、一切衆生に及ぶまで為し続

けて、 “一切衆生本来からぼさつ”を公理たらしめるという堅い信念を

懐いて、安詳として死を受け入れ、後生に赴いたに違いない、 と憶測さ

れるのである。

こうして、 「常不軽菩薩品」はく仏滅後〉の衆生の正覚猫得に向けて
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為すべき“ぼさつ行，，の何たるかを、 このような“呼びかけ”をして

廻った常不軽菩薩の“振舞い”を一つの手本、模範として取り上げ、見

事なドラマに仕立て上げて、我々に顕示しているのである。これを承け

て、最終章「如来神力品」は始まる。

【I】

〔1〕時に(A)大地の裂け目から涌出した〔小千世界の（大地を櫛成

する）極微（＝原子）の数に等しい〕コーテイー・ナユタ・百・千

の菩薩（＝地涌菩薩）全ては世尊に向って合掌し、世尊に次のよう

に告げた。 「世尊よ。我々は如来の滅後において（世尊の教法領域た

る娑婆世界内の）一切の仏国土一（"釈迦仏”一族の法統に属する諸

仏の）個々の仏の仏国土で、 （しかも）そこがその仏のく仏滅後〉で

あるところの－その処でこの法門を説き明かすでありましょう。
ひ と

[(B)我々は、かくの如きの高貴なる法門の憶持(dharana)、 （他人

に）語って聞かせること (v3cana)、解説(deSana)、説き明かすこと

(samprakaSana)、 さらには書写(lekhana)を志願する者(arthin)で

す｡] (327,1-8.)

この「大地の裂け目から涌出した無数の菩薩」とは、勿論「従地涌出

品」で、突然、地下の虚空界から虚空のカプセルに身を包んでこの会座
（6）

に涌出し、空中に止まった所謂「地涌菩薩」を指している－但し、
（禍3）

｢小千世界の大地の極微に等しい」というのは疑問一のであろう。し

かし乍ら、この「地涌菩薩」なるものは、そもそも先の「従地涌出品」

で、 「それら全ては（私が）娑婆世界で等正覚を覚った後に、そのく仏

滅後〉に涌出して「法華経」唱導をなさんが為に、今は地下の虚空界に

在って、私によって鼓舞され、成熟せしめられてきている者である」

(262,7-11)と明言されており、そのような者が、ここで今更、 「釈尊の

全ての仏国土のく仏滅後〉においてこの法門を説き明かしましょう」な

どと言うのは全く無用の発言であり、 まして、先行する「常不軽菩薩
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品」とは全く何の繋がりも無い。その上、 「従地涌出品」自体がオリジ

ナル「法華経」よりは後になってから付加された“後分”に他ならない

以上、この[1]の“後分”であることは謂うまでもない。
（7）

〔2〕時に、 (A)①この娑婆世界の住人たる(vastavya)比丘、比丘尼、

ウバソク、ウバイ、天、竜、夜叉、ガンダルバ、アスラ、ガルダ、

キンナラ、マホーラガなどの人・非人ら、②文殊師利（菩薩）を上首

とする多なるコーティー・ナユタ・百・千の菩薩ら、そして③多なる

垣河沙に等しい菩薩大士らとは、世尊に次のように告げた。 (B) 「世

尊よ。我々もまたこの法門を説き明かしましょう。世尊よ。如来の

滅後にあって、その姿は見えないけれども(adrstenaatmabhavena)

空中に立って、声を聞かせましょう。 [(C)そして未だ善根を植え

ていない衆生たちに善根を植えさせましょう｣〕 （と)｡ (327,9-17)

この文には多くの疑問があって、到底、本来のものとは考えられない。

即ち、 「①娑婆世界に住する比丘ら四衆と天等の八部衆」とは、現に今

この会座にあって「法華経」を聴いている者全員を指しているのである

が、 しかし「見宝塔品」の末尾には、仏塔の中に入った釈尊から「比丘

らよ・お前たちの中で一体、誰が娑婆世界（のく仏滅後>）にあってこの

｢｢正法・蓮華』の法門」を説き明かすことに堪えうるであろうか。 （そ

のような者は誰一人として無い)｣ (215,9-11) と、この会座に現在する者

らのく仏滅後〉におけるこの法門の説示はキッパリと否定されているの

である。次に、 「②文殊師利（菩薩）を上首とするコーテイー…千の菩

薩」とあるが、 「法華経」全体において文殊菩薩が登場するのは「序品｣、

｢提婆達多品｣、 「安楽行品｣、そしてこの「如来神力品」の当該箇処、

(それも一回だけ）さらには「妙音菩薩品」であって、オリジナル「法華

経」に限れば、 「序品」の「日月灯明仏の八王子過去課」と、そして、

ここなる「文殊菩薩を上首とする」という所のみなのである。さらに続

く 「③桓河沙に等しい多なる菩薩」とは、恐らくは「従地涌出品」に謂

う「(他の世界からやって来た）八・恒河沙に等しい菩薩ら」 (257, 15-
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16)を指すのであろうが、それにしても、なぜここに出てくるのか、極

めて不審である。そして、これら①～③の者が総じて、 (B) 「我々もま

た娑婆世界のく仏滅後〉にこの法門をその姿は見えないけれども声だけ

で説き聞かせる」と言うのは、 「常不軽菩薩品」で、 「常不軽菩薩は臨終

時に空中からの音声でもって「法華経」を聴聞した」 (321,9-12) とあ

るのにヒントを得て、現実に地上に出現して説示することは出来ないが、

せめて空中からの音声だけでもってでも「法華経」を聞かせたいという

想いからのものであろう。が、それにしても、これは[1]の地涌菩薩

の発言に引き連られたもので、添え物の感が濃厚である。また、 (C)

｢法華経」を聞かせることでもって、 「未だ善根を殖えていない者らに善

根を植えしむ」と謂うも、 これは、己の主体的宗教行為によって善根功

徳が得られ、それでもって「現世安穏・後生善処」の利益が得られると

するインド民族の本来的に持っている“民族宗教”であって、正覚独得

を目指す仏教とは別のものであり、後分と見倣される「随喜功徳品」や

｢法師功徳品」の説くところの、 「法華経」唱導は多大の福徳(pupya,利

益）をもたらすという所説を承けたものである。これらの点からして、

この〔2〕 もまた“後分”に違いない。さらに続いて次のように言う。

〔3〕さて、その折に世尊は先に謂うところの、菩薩大士らの“ガナ

(ga'Ja,大乗仏教の比丘の集団で、正規の“サンガ" (samgha)に擬して
（8）

いう）を率いる者" (ga9in)、 “大なるガナ(maha-gapa)を率いる者"、

ガナの師匠である者(gana-acarya)たる首座たち（四人の）－人で

ある“ガナを率いる者"、 “大なるガナを率いる者"、 “ガナの師匠”

たる“上行”という名の菩薩大士に宣告する。 『善い哉、善い哉・

上行よ・お前たちによってそのように(= [1)で言うように）為

されるべきである。お前たちは（じつに）この法門（のく仏滅後〉に

おける唱導）のために、如来によって成熟せしめられてきたのであ

る』と」 （327,18-328, 1）

これは、冒頭[1]の、地涌菩薩らが世尊に向って告げたところの、
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我々は“釈迦仏”一族の法統に属する全ての仏の仏国土で、それもく仏

滅後〉において「法華経」唱導を為すという決意表明に応えて、釈尊が

認可を下したものなのであるが、 しかし、 この地涌菩薩について、先の

〔1〕では、 「小千世界の極微の数に等しい」とあって、すでに疑念がも

たれる上に、ここで「ガナを率いる者、大なるガナを率いる者たる上行

菩薩」と言うのは、たちまちに[1)とは矛盾をきたす。それ故に、こ

の〔3〕は[1] とは別の者がより後になってから持ち込んだ後分に他

ならない。

こうして、本章は、本来、次の〔4〕で始まっていたのである。

〔4〕時に、 (A)世尊・釈迦牟尼如来(="今仏釈尊") と（すでに遥か

昔に）入滅した世尊・多宝如来・応供・等正覚者（との二人）は、

（共に血潮の通う美しい身体をもって）仏塔の真中で獅子座に坐して

居て、二人とも微笑し、開いた口から（広くて長い）舌根を出し、

その二つの舌根は梵天界にまで達した。そして、 (B)①その二つ

の舌根でもって多なるコーテイー…千の光線(raSmi)を（十方に）

放ったのである。 （しかも）②それらの光線の、その一つ一つの光
うてな

線には、金色（に輝く）身体で、三十二偉人相を備えて、蓮華の専
、 、 、

の獅子座に坐した多なるコーティー…千のぼさつたちが顕われてお

り、それら鯰うたちは四方八方の百.千の世界に拡がり、四方八

方の全てで空中に在って説法しているのであった。 (328,2-12)

ここに、突如、顕現したこの未曽有の光景は、丁度、花火大会の終演

に、無数の大玉の花火が幾発も立て続けに打ち上げられて、夜空に大輪

の花が無数に咲くように、 インドのオリジナル『法華経」という長篇ド

ラマがここなる最終章「如来神力品」に至って、そのフィナーレを飾る

にまことに相応しいものである。なかでも、 「仏が微笑した後、眉間白

毫相から放たれた光線が廻りを一巡して後、頭頂に納まる」というのは、

｢般若経」などの初期大乗経典に先立つ「原始大乗経典」に頻出する定
（9）

番の“法式次第" (dharmata,常の法）であるが、それを承け乍らも、 こ
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「法華経」 「如来神力品」の精読（苅谷定彦）

こでは、 (A)二人の仏が口から舌根を出して、それが梵天にまで達して、

所謂「広長舌相」を顕し、この「『正法・蓮華」の法門」 （＝｢法華経｣）

が仏の‘‘金口直説” （＝真の仏説）であることを表明した後、 しかもその

上、 (B)その舌根から無数の光線が十方に放たれ、その光線の一一には
、 、 、

これまた無数のぼさつが蓮華の響に坐して説法していると言うのである。

このような壮大な“神変”顕現(rddhi-abhisamskara)は、先の「如来

寿量品」で、仏“入滅”の必然なるを明かした後、その直下の「常不軽

菩薩品」において、常不軽菩薩が威音王仏のく仏滅後〉にあって、 “一
、 、 、

切衆生本来からぼさつ”という己の懐いた“信念”に基づいて、来る日

も来る日も僧院の外に出て巷で出合う比丘、比丘尼の一人ひとりに、一

人も漏らすことなく言葉を掛けて、 「あなたは本来からぼさつなので

す」とは、 とてもではないが言い得ずして、ただ「私はあなたを軽蔑す

るのではありません。あなたは“軽蔑される方ではありません”

(a-paribh[ita)。なぜなら、あなたは“ぼさつ行”を行じられよ◎ （そうす

れば、将来必ず）仏に成るからです」とだけ告げてまわったその“呼び

かけ”がじつに「｢正法・蓮華」の法門」 （＝｢法華経｣）の「正法」にし

て、 しかもく仏乗〉 （＝仏に成る教え）に他ならなかったのであり、それ

の明かす“一切衆生本来からぼさつ”という「仏智の直観」を衆生に説

示し、令理解せしめ、悟認せしめて、その仏智に至る道に導入するとい

う“ぼさつ鼓舞" (bodhisattva-samadapana『妙」 「教化菩薩｣） と完全に一

致していたこと、即ち、 「自利・利他一体の“真のぼさつ行"」であった

ことを見事にビジュアル化しているのである。なかでも、四方八方に放

たれた光線の中に現われた無数のぼさつが「説法している」と述べられ

ているのは、 〈仏滅後〉無仏・悪世に没在する我々衆生にとって真のぼ

さつ行は如何なるものであるかを、その一つのモデル（模範、手本） と

してこの常不軽菩薩の“呼びかけ”を取り上げたものであって、これ程

見事な“ビジュアル化”は他に何があるであろうか。

ところで、高崎「如来蔵形成jは、如来蔵思想の源泉としてI般若
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経』と 「法華経』を挙げており、その『如来蔵経」には冒頭に次のよう

にある。

〔『如来蔵経』〕 「あるとき世尊は（王舎城の霊鷲山にある）栴檀蔵重閣

において、比丘の大集団と一緒におられた。…その時、世尊は禅定

にはいられた。すると仏の威神力によってその栴檀蔵重閣から幾

百千コーティの蓮（華）が出現した。その華の大きさは車輪ほども
つぼみ

あり、みごとな色彩で、幾百千もの蕾をつけていた。 （と見るまに）

それら（の蓮華）は上空に昇ってこの仏国土を（そこにある）すべ

てのものもろともに、すっぽりと蔽った。…また、その一つ一つ
うてな

の蓮華の雲には、坐禅の姿勢をした如来の身が鎮座しており、幾

百千の光明を放って輝くと見るまに、それらの蓮華もまたみなこと

ごとく花開いた。ついで、仏の加持力で、それらの蓮華の花弁はこ

とごとく黒ずみ、汚れ、悪臭を放ち、萎んで、嫌悪をもよおすよう

になった。しかし、それらの蓮華の尊には（前とかわらず、それぞ

れ）如来の身が坐禅をくんで端坐し、幾百千の光明を放って輝いて

いた。……（これを見た四衆は）蓮華の花弁が色あせ、見るに耐え

なくなったのに、それらの薯には、それぞれ如来の身が坐禅を組ん

で端坐し、幾百千の光明を放って美しく輝ていることの原因は、

いったいなんだろう……と考えた。 （高崎直道訳「如来蔵経」 （｢大乗

仏典12如来蔵系経典」 (7-ll)中央公論社、 1975)

この『如来蔵経」の“神変”が、 『法華経』最終章「如来神力品」の

"神変”を承けたものであること歴然であって、 しかも、 ここに顕現し
、

た無数の蓮華の薯に坐す者が、 『如来蔵経」においては“仏”であるの
、 、 、

に対して、 「法華経」にあっては“ぼさつ”であり、 しかも、それらぼ

さつは全て「説法をなしている」ことは、 「如来蔵経」が「一切衆生は

"如来蔵" (tathagata-garbha,衆生は如来の胎児、 もしくは、衆生は如来を蔵

する胎＝共に「一切衆生悉有仏性｣）である」と主張するものであるのに
、 、 、

対して、 「法華経」は「一切衆生本来からぼさつ」という「仏智の直
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「法華経」 「如来神力品」の輔読（苅谷定彦）

、 、 、

観」を、 〈仏滅後〉にあっては、ぼさつが、衆生に語って聞かせること
（10）

に他ならないことを一目瞭然に顕示しているのである。それ故、 「法華

経」は、ここにく仏滅後〉の衆生にとって、正覚獲得のために不可欠な

る“ぼさつ行”の何であるかを明白に顕示して、 〈仏滅後〉無仏・悪世

の代にあっては、 “一切衆生本来からぼさつ”という「仏智の直観」を

自らもはっきりと自覚すると共に、それを一切の衆生にも自覚せしめる
童こと

という“自利、利他一体の真のぼさつ行”－謂わば“ぼさつの、ぼさ

つによる、ぼさつのためのぼさつ行”－であることを表明しているの

である。ここにおいて、 「法華経」の、初期大乗経典としての信仰表明

書にして、宗教文学作品であること、一方、 「如来蔵経』の、初期大乗

のアビダルマ化たる中期大乗仏教の一種“論書，，であることとの相違が

明白に示されているのである。

ここで、 この“神変”について、 「正法華」と「妙法華」の両漢訳を
（11）

見るに、 「正法華」は措くとして、 「妙法華」は「現行梵本」とは大いに

相違する。 『妙法華」では、訳者羅什はまず「現行梵本」 [1- (A)]

｢我々（＝地涌菩薩）は如来の滅後において－（即ち、釈尊の教法領域

下で、釈迦仏一統に属する）個々の仏の仏国土で、 （しかも） 〈仏滅後〉に

－」とあるのを、⑦「我等於仏滅後世尊分身所在国土滅度之処」

(51cll-12,-「坂本訓」 「世尊と分身の在る仏国土の滅度の処にて」 （下、

150))と訓ずるも、恐らく 「世尊の分身」であろう－「現行梵本」に

ない「分身」の語を付加・挿入し、 [2- (A)①、②、③〕を④「爾時

世尊於②文殊師利等旧住娑婆世界菩薩摩訶薩①及諸比丘比丘尼優婆

塞優婆夷天竜…緊邦羅摩喉羅伽人非人等一切衆前現大神力」

(51cl4-18) と訳して、 「梵本」の①、②に相当するところは大凡存する

も、③に相当する訳文は全く欠き、その上、⑥「一切衆前」と「現行梵

本」に無い語句を補って、 「現行梵本」では、 「これら文殊を上首とする

菩薩、四衆、天の八部衆の者が世尊に」 (B) 「『我々も、その姿は見せず

に空中からこの法門を聞かせる」 と告げた」とあるのに、④その(B)
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に相当する訳文をこれまた全く欠き、その結果「世尊がそれらの者の前

で②「現大神力」と、改ざん、どころか、 “大変造”というか、全く “脳

作”しているのである。それに連動して、それら上行菩薩等の地涌菩薩

に対する釈尊の認可を告げる「現行梵本」 〔3〕の文は②全く削除する

他なく、それに連鎖反応して、 「現行梵本」 〔4〕に「釈迦・多宝の二仏

は」と言明しているにも拘らず、④ここに、 「現大神力」はただ釈尊一

人が為したことになっており、 じつに多宝仏の存在は掻き消されている

のである。その上、 さらにこの釈尊一人が為したとする「大神力」も、

｢現行梵本」 〔4〕 とは全く相違して、②「出広長舌上至梵世一切毛孔

放於無数色光皆悉遍照十方世界」 (51cl8-20) と“変造"、乃至は“腰

作”されており、挙句の果てに、その結果は、この“大神変”のうちの

最も肝心のハイライトたる[4- (B)@) 「放れた無数の光線の一々に、

無数の金色に輝くぽきうが蓮華の薯に坐して､説法している」という奇

瑞は跡形も無く擢無されて、どこにも全く出てこないのである。しかも、

その上、このように多宝仏は全く溌無されているにも拘らず、次下には、

その多宝仏の仏塔の表層を剥ぐための必須条件として、ここに参集した

他方の十方分身諸仏が、すでにその役目を終えているのに、 「現行梵

本」 〔5〕で登場して⑦「衆宝樹下師子座上諸仏亦復如是出広長舌

放無遮光」 (51c20-21) とあるのは、全く不可解極りない。このように

して、 これら⑦から⑦の合計九箇所に及ぶ「現行梵本」と「妙法華」と

の相違点は、一体、どうしたことなのであろうか。ところが、管見の限

りながら、 「妙法華」をあたかも原典の如<に見倣す中国、特に日本に

あっては、 この梵本との相違は充分に知り乍ら今に至るも全く問題にさ
く12）

れてこなかったのである。それどころか、むしろ逆に、 「妙法華」こそ

が、 「羅什所依梵本」そのままの訳であり、 しかも、それが本来の『法

華経」の文であると見倣されてきた感があるのである。

しかし乍ら、決してそうではなく、 「羅什所依梵本」は「現行梵本」

と全く同じであったに違いない、 と考えられるのである。それならば、
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どうして羅什はその「所依梵本」の述べるままに訳出しなかったのであ

ろうか。そこには、どうしても「所依梵本」のままに訳出することが出

来なかった深い事情があったに違いない。では、それはいかなるもので

あったのか。ここで端的に言えば、それは羅什が偏えに、直前の「常不

軽菩薩品」において明かされている本来の常不軽菩薩の為した“呼びか

け”の真実相を全く理解することが出来なかったからである。即ち、羅

什は「現行梵本」の所説（319, 18-320,8）を「爾時有一菩薩比丘名常

不軽得大勢以何因縁名常不軽是比丘凡有所見若比丘比尼優婆塞

優婆夷皆悉礼拝讃歎而作是言我深敬汝等不敢軽慢所以者何汝

等皆行菩薩道当得作仏」 (50cl6-20)と、 「現行梵本」には全く存在しな

い「皆悉礼拝讃歎」の語句を付加・挿入して訳し、 さらに続く 「現行梵

本」 (320,8-15)を「而是比丘不専読調経典但行礼拝乃至遠見四

衆亦復故往礼拝讃歎而作是言我不敢軽於汝等汝等皆当作仏故」

(50c20-23)と、 「現行梵本」の.uddeSa. (標説) JP.svadhyaya' (暗諭）

の語義が理解出来ず、 「不専読荊経典」と一種“ゴマカシ”の訳をし、

その上「但行礼拝」と、 これまた「現行梵本」ではどこにも存しない語

句を付加・挿入して訳出し、それでもって、この菩薩はただただ比丘、

比丘尼を礼拝して廻ったという全く別物の話に変造、 と言うが“脳作”

してしまったのであって、 これでは、この本章の釈迦・多宝の二仏の舌

根から放たれた無数の光線の、その一々に無数の縫うが蓮華座にあっ

て、 しかも説法しているという、この一大神変の真実の意味が羅什には

到底、理解出来無ったのは極めて当然のことなのである。それ故にこそ、

羅什は何としてでもこの「現行梵本」の“神変”の内の特に舌根から放

たれた光線上で説法するぼさつの顕現を削除しなければならないという

窮地に陥ったのであり、それでこのような広範囲に及ぶ文段を“腰作”

と言いえる程に“変造”せざるを得なかったのである。

もっとも、羅什がこの常不軽菩薩の“呼びかけ”について誤謬を犯し

た素因は、すでにインドでの「現行梵本」自体に存するところであった。
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即ち、 「常不軽菩薩品」にあっても、その後の長行(321,9以降)、偶頌

段は、その全てにおいて、ただただ“｢法華経」唱導”を強調して述べ

るだけであって、この菩薩の為した“呼びかけ”は、それこそ一言半句

も出てこないのである。ここにおいて、恐らく、羅什はそれをよいこと

にして、 この“一大神変”を、それも釈尊一人だけが為したことにして、

しかも、 「出広長舌上至梵世一切毛孔放於無晶無数色光皆悉遍

昭十方世界」と、在り来りの平凡な神変に“変造”するという、極めて

大胆な行動に打って出たのである、 と憶測されるのである。

このような、それこそ大胆な憶測を証拠付けするものは、本章におい

ても、 じつにこの一大神変のハイライトであるところの、光線_上に無数

のぼさつが在って、説法しているという光景は、この〔4〕の後の叙述

(328, 12以降、末尾に至るまで）にあって、 「常不軽菩薩品」の場合と全く

同様であって、それこそ一言半句も言及されることは無いのである。

この〔4〕に直ちに続いて、

〔5〕③じつに世尊・釈迦牟尼如来…等正覚者が舌根から（このよう

な） “神変”の奇瑞(rddhi-pratiharya)を為したように、⑥そして多

宝如来…等正覚者が（為したように)、＠そのように、かのコー

ティー…千の他方世界からやって来て、宝樹の根元でそれぞれ獅子

座に坐していたそれら全ての如来…等正覚者たちも舌根から“神

変”の奇瑞を為したのである。 (328, 12-18)

これは、 〔4〕の直後に続いて在るにも拘らず、その所説内容は〔4〕

と大きく相違する。即ち、 〔4〕においては、釈迦・多宝の二仏は仏塔

の中で並座して（＝これは、これ以降の所説事項は全てく仏滅後〉の次元で

あることを示すもの)、一緒に、同時にこの一大神変を示現したのである

が、 ここでは、③「釈尊が神変示現を為し｣、それと同様に⑥「多宝仏
（掴5）

も為した」と、わざわざ分けて、別々に述べており、神変の具体的内容

については全く言及する処がないのである。さらに、その上、 〔4〕で

は全く謂う処でなかったところの、＠多宝仏塔の表層を剥ぐための必須
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条件の一つとして参集した他方十方世界の分身諸仏までもが同様に神変

をなしたと言う。しかし乍ら、これら他方からやって来た十方分身諸仏

は、仏塔が剥がされた時点でその役割は済んでおり、 ここで釈迦・多宝

の二仏の“神変”と同様の神変をなす資格など全く欠いているのである。

それ故、 この〔5〕は後になって、 〔4〕 とは全く別の者がここに付

加・挿入した異質のもの、即ち“後分”たること明白である。

〔6〕時に(A)世尊・釈迦牟尼如来と、そしてそれら全ての如来た

ち(tesarvetathagate,=多宝仏と十方分身諸仏）はこの“神変”の示

現(rddhy-abhisamskara)を満百千歳の間、為した。 (B)そして満

百千歳が経過した後、 （無数の光線を）再び舌根に撤収し、その舌根

を（口内に）納めた。 (C)その瞬間、大なる獅子呪のような‘‘咳払

い''をなし、 “弾指”を一つなした。 （328. 19-329,1)

ここにおいては、多宝仏は釈尊とは完全く切り離されて、なんと十方

分身諸仏と同類視されて、即ち、格を落されてしまっている。また神変

示現のうちの肝心な舌相から放たれた光線上でぼさつらが説法している

ことには全く触れることなく、神変は終了しており、その上で、 〔4〕

では全く出てこなかったところの、 これら全ての仏の“咳払い”と“弾

指”をなしたとある。それ故、 〔6〕も ‘‘後分”であること勿論である。

しかも、この後、その音声は、娑婆世界の外の宇宙の全ての仏国土に

届き、それらの仏国土を震動させ、それら仏国土の衆生をしてこの娑婆

世界での無数の仏たちの存在を見せしめたのであり、そこで衆生はそれ

ら諸仏を供養せんとあらゆる品物を投げかけたとある。その上、それら

供養の品々は娑婆世界に届くと、一大鰻幕となってこの娑婆世界全体に

張りめぐらされたことが延々と述べられている。このような事象は、あ

くまでも〔4〕にいうこの釈迦・多宝二仏の示現した“神変”が、 まこと

｢｢正法」の「蓮華」化」と名乗る「法華経」の真髄を顕示しているのに

対して、本章の題名たる「如来の神変の顕現」 (abhlsamskara,現前造出）

には全く値いしないもので、謂うなれば、その神変のもたらした“余
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韻”にして、 “なくもがな”のものに他ならない。恐らく、 これは「如
つぼみ

来蔵経」で「栴檀蔵重閣から無数の蒲をつけた蓮華が出現し、見るまに

上空に昇ってこの仏国土をすっぽりと覆った」とあるのを見た後代の者

がそれに倣って造出し、ここに付加・挿入したものであろう。

この後、 さらに次のように続いていく。

〔7〕時に(A)世尊はそれら ‘‘上行" (菩薩）を上首とする（地涌）菩

薩・大士らに告げた。 (B) 「善男子らよ・凡そ如来…等正覚者は不

可思議の威力(prabhava)を有するのである。 (C)善男子らよ、

この法門の委嘱(parindana)の為に(-artham)、 （もし）私が多・

コーティー…千の劫の間、種々の教え(nana-dharma-pramukha)で

もってその功徳利(anuSamsa)を語るとしても、私は、この法門の

語っている功徳(gupa,特性）の頂点(para)に達すること（即ち、

その全部を述べること）は出来無い。 (D)善男子らよ･要するに、

私によって①一切諸仏の威神力(vrsabhita)、②一切諸仏の秘密

(rahasya)、③一切諸仏の甚深の立処(gambhrra-sthama)がこの法
（袖.1）

門で（全て）説示されたのである。 (E)それ故に、善男子らよ、如

来の滅後に、お前たちによってこの法門は尊崇（の念）でもって憶

持され、解説され、書写され、 （他人に）語って聞かされ、説き明

かされ、修習され、供養されるべきなのである」 （と)。 （330. 16-26)

ここにいう「"上行” （菩薩）を上首とする（地涌）菩薩らに告げた」

という句からして、すでに〔3〕でコメントしたように、 この文段の後

分たること明白である。なぜなら、すでに後分と見倣される〔1〕 と

〔3〕で、地涌菩薩の己の本分を十分に認識した上での決意表明と、そ

れに対する釈尊の認可（＝免許状の交付） とがなされている以上、今更、

(B)以降のこのような文言を付け加える必要は全く無いからである。

その上、 (C) 「この法門の委嘱の為に」 とあるが、 この“委嘱”

(parindana)は「法華経」全体を見ても、ここが初出で、その後は、 「現

行梵本」の最終章「属累品」に出るだけの特異な語なのであって、この
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点からしても、この〔7〕は、オリジナル「法華経」に後に「属累品」

を付加した者の手になるものであること明白である。さらに、次の

(D)は、 (C) 「この法門の語っている功徳(gupa)」を承けて、その内容に

ついて、 「この法門には一切諸仏の威神力、秘密、甚深の立処が説き明

かされている」というも、これまでの叙述にはそれに相応するところは

全く無く、それ故、これはただ中味のない空疎な言葉の羅列に過ぎない。

まして(E) ｢<仏滅後〉にこの法門を唱導せよ」などと、釈尊自身がす

でにそのために教化してきたところの地涌菩薩にここで改めて告げる必

要などさらさらない。こうして、総じてこの〔7〕もまた、 〔4〕の釈

迦、多宝の二仏の“一大神変”の顕現とは何の関連も無く、ただただ

く仏滅後〉における「法華経」唱導を称賛するだけのもので、 “後分”で

あること明白である◎その上、 ここには、 “経典”というものを、 まる

で「伝家の宝物」を次世代に渡すように、 “物品”扱いしているが、そ

のようなことなど決して出来るものでは無い。インドにあって“聖典”

はあくまで“聖人の言葉”であり、人から人へと口伝によって伝承され

るものであって、それ故にこそ、 「法華経」作者は、仏の在世時に説い

た「経jをく仏滅後〉の衆生がく仏滅後〉無仏の時代にあってどうして

聴聞し得るかと大変に苦心したのであり、その苦心の末に、例せば、常

不軽菩薩は臨終時に空中からの音声でもって始めて『法華経」を聴き得
（13）

たという場面を創出しているのである。

このような「法華経｣、それも、その所説内容には全く言及すること

なく、ただその唱導を称賛するだけのキャンペーンは現行「法師品」

－その内、本来「見宝塔品」の序文であった所は除く－から始まっ

て「勧持品」や「安楽行品｣、 さらには「分別功徳品」や「随喜功徳品｣、

｢法師功徳品」に至るまで､大きな；刺となって展開されているので

あって、 この〔7〕はまさしくそれの終着点に当たるのである。

〔8〕そして、善男子らよ、 (A)この法門が（他人に）語って聞かさ

れ、あるいは説き明かされ、解説され、書写され、思惟され、修習
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され、暗謂され、 （さらには）経巻となって在るところの、 （そこが）

園林であれ、精舎、在家の家、林、町、樹の根元、楼閣、房室、洞
ましま

窟であれ、その場処には、如来（の生きて在すこと）を標示して

(uddiSya) (仏）塔(caitya.=stmpa,覆鉢型の造形物）が建立されるべ

きである。 (B)なぜなら、その処はじつに一切諸仏にとって①"菩

提（を産み出す）泉" (bodhi-manda)に他ならないと知られるべき

なのであるから。即ち②その処でこそ一切の如来…等正覚者は無上

等正覚を正覚したと…。③その処でこそ一切の如来によって法輪が

転じられたと…。そして④その処でこそ一切の如来は入滅したと知

られるべきなのであるから。 (330,26-331,9)

この(A)は、現行「法師品」の、 「この法門が語られ、示され、書

写され、暗諭され、合調されるその場処に広くて高い宝石造りの巨大な

"如来の塔" (tathagata-caitya)が建立されるべきである」 (201, l3-16)、

つまり 「法華経」唱導は、既存の仏塔の傍らで為せと述べられていたの

を承けたものであり乍ら、 しかも、それに対して、この(B)の言わん

とする本旨は、すでにこの当時、仏陀釈尊の誕生地を始め菩提道場、転

法輪の地、入滅の地などには仏塔が建立され、仏塔信仰が盛行していた

事実を踏まえた上で、逆に、 じつに「法華経」唱導の場こそが、それが

どこであろうとも、 しかも、仏陀釈尊のみならず、この娑婆世界の一切
まこと

諸仏、それも過去、現在、未来の三世にわたる一切の仏の真の菩提道場

などの“聖地”に他ならないのであって、それ故に、一般民衆はそこに

詣でて礼拝・供養すべきであると主張しているのである。その場合、ど

うして①『法華経」唱導の場が“菩提を産み出す泉”であるのかと言え

ば、現行「法師品」 「(じつに仏のみならず）一切衆生の無上等正覚はこ

の法門から生ずる」 （202,23-24） とあるからであり、次に②「法華経」

唱導の場は、 「見宝塔品」で「私（＝多宝仏）は菩薩行をなしていた時、

『法華経」を聞いてこそ正覚の成就を得た」 (208. 15-17) とあって、多

宝仏に限らず、一切諸仏にとって「過去世における（｢法華経」との）結
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び付き」 (pdrva-yoga)を得た処に他ならず、 さらに③「法華経」こそ

は「仏出現・説法の本懐」たるく仏乗〉説示の処である故に、一切諸仏

の‘‘転法輪” （＝説法）の処なのであり、 l司様にして④「法華経」こそは、

｢如来寿量品」で、釈迦仏は決して“永遠仏”ではなく、燃灯仏を始祖

として無数の過去仏が出現しては“入滅'， していって、 “今仏釈尊”に至

り、それを中間点にして、さらに未来にも、当来仏．弥勒に始まり、こ

れまた無数の未来仏の出現と“入滅”があって最終の未来仏に至るとい

う“釈迦仏一族の系譜”を明らかにして、 「仏“入滅”の必然性」を明か

す故に、これまた一切諸仏の“入滅処”そのものなのだ、 と主張してい

るのである。

たしかにその通りであるが、 しかし、肝心なことは、だからと言って、

はたして[7-(E))が謂うように、 これをもって直ちに「<仏滅後〉に

は「法華経」唱導を為すべし」ということになるであろうか。それとい

うのも、いかに「法華経」唱導の処が、釈尊のみならず、一切諸仏の誕

生、成道、転法輪、 さらには入滅という“聖なる場”であろうとも、こ

のオリジナル『法華経」の作者をはじめとして、 〈仏滅後〉無仏．悪世

の苦海に投げ出され、そこに没在する我々〈仏滅後〉の衆生にとって、

そのことは一体、如何なる価値があるのか、 と詰問するならば、 ここに

は何ら応える処が無いのである。その原因は、 じつに直前の「常不軽菩

薩品」で説かれる、遥か昔、威音王仏の代のく仏滅後〉に、毎日、僧院

から抜け出して巷で出合う比丘、比丘尼に一人も漏らすことなく、 「あ

なたはぼさつ行を行じられよ○なぜなら、 （そうすれば、将来必らず）仏

に成られるからです」と“呼びかけ”をして廻ったという説話、 これこ

そ、 じつにく仏滅後〉の衆生の正覚獲得のために為すべき菩薩行の何た

るかについて、その一つのモデルを顕示していたのであるが、それにも

拘らず、その真実相を全く理解することが出来ずして、何も語ることの

ない「法華経｣、そのようなものをく仏滅後〉にあって人々に唱導して、

はたして唱導者にしても、 またそれを聞く衆生にとっても、その両者に
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一体、何の功徳利があるというのであろうか。このようにして、この

〔8〕 もまた後分に他ならないのであり、 しかも、 ここで長行段は終っ

ているのである。

【Ⅱ】

次に偶頌段をみるに、

〔偶1〕ここ（＝娑婆世界）にあって、一切の“身体を持つ者" (dehin,

＝衆生） らの悦予(pramodya)のために“神変'' (rddhi)を顕現す

るところのこれら普眼者（＝仏）たち、 （一切を）熟知する智慧

(abhijiiagjiiana)に安住した者たち、世間を饒益する者たちの本性

(dharmata,特質）は不可思溌極まりないのである。

これは、後分と見なされた先の長行[7-(B)] 「凡そ如来たる者は不

可思議の威力を有する」に相当するところであり、 さらに、この「神変

を顕現させている普眼者（仏）たち」には、長行〔5〕に調う釈迦・多

宝の二仏だけではなく、多宝仏塔を剥ぐための要件で他方の十方世界か

らここに参集しただけの十方分身諸仏も含まれているのであるが、その

長行〔5〕自体がこれまた“後分”と見倣されることから、 これの後分

であること明白であり、そこから、 このような[131]で始まる偶頌段

全体が“後分”ではないのか、 という疑念がすでにこの段階で生じるの

である。

〔偶2〕 （それら諸仏は）最高の正覚に向けて出立した者（＝菩薩） ら、

その者らのために(tesaarthe)、幾千の光線を放ちつつ舌根を梵天

界まで達せしめた後、 （じつに）この不可思議な事象(5Scarya-

bhnta)たる“神変”が（ここに、これら諸仏たちによって）顕示され

たのである。

ここに謂う「正覚に向けて出立した者」とは、勿論、伝統的正統派仏

教の比丘ら、即ち、声聞を排除した上での大乗の菩薩を指すのであり、

｢それらの者のために」は、たちまちにして[181]の「一切衆生の悦
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予のために」と自家撞着に陥る。さらに「この不可思議な事象たる“神

変"」とは、長行〔4〕の、釈迦・多宝の二仏のなした広長舌相の舌か

ら十方に放たれた無数の光線の、その一々にこれまた無数の金色に輝き、
、 、 、

三十二偉人相を備えたぼさつが蓮華座に坐して、 しかも説法していると

いう ‘‘神変”である筈なのだが、そのことを窺わせる文言はここにおい

ても長行段と同様一切無く、ただ「不可思議な事象たる神変」という言

葉だけがあって、その内容は全く不明なのである。即ち、本来は、 この

"神変''の顕示する光景は､ "一切衆生本来から底きう”という「仏智の

直観」を衆生に示し、理解せしめ、 さらに悟認せしめて、その上でその

仏智に至る道に導入するという “ぼさつ鼓舞”であるとする、その仏の

所業こそ、 じつに我々〈仏滅後〉の衆生の為すべき「自利・利他一体の
、 、 、 、

真のぼさつ行」そのものに他ならないことを明かすものであって、現実

にく仏滅後〉にあって比丘らが十方のいたる処で“一切衆生本来からぼ

さつ”という「仏智の直観」を一切衆生に語って聞かせているその光景
、 、 、 、

そのものなのである。それにも拘らず、ここには、ただ「不可思議な事

象たる“神変"」と言うだけであって、肝心のその“神変”の中味につい

て一切言及が無いのは、端的に言って、この偶頌の作者が長行〔4〕の

説く “神変”の中味、それは、取りも直さず、先の「常不軽菩薩品」の

説く常不軽菩薩の“振舞い"、即ち、巷で出合う比丘ら一人ひとりに『な

ぜなら、あなたはぼさつ行を行じられよ・ （そうすれば、将来必ず）あな

たは仏に成るからです』 と“呼びかけ”て廻ったところのその“振舞

い”の真実相、即ち、常不軽菩薩にとってこの“呼びかけ”は、己の成

仏を絶対保証する“一切衆生本来からぼさつ”を自明の真理たらしめる

ための必須の“ぼさつ行”に他ならなかったのであるが、それを全く理

解出来なかったが故に、それを完全に擬無したことに起因するのである。

そのため、肝心の“神変”のハイライト部分を擬無したことによって

生じた大きなブランクを穴埋めせんとして、次のように述べる。

〔偶3〕 （この後)、これら諸仏は“咳払い”をなし、 “弾指”の音を－
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つなしたのである。 （そして）それら（諸仏の咳払いと弾指）を十方

にある限りの世界全てに知らしめたのである。

これは、長行[6-(C)]に相当するところで、 これを承けて、 さら

に次のように続く。

〔偶4〕 （世間を）饒益し、哀感する者（仏）たちは、①それら（の奇

瑞) (etani)と②他の(anyani)奇瑞、 （さらに）③（それら諸仏の有

する）特性(gulla,功徳）を顕示したのである。 （それというのも）こ

れら（諸仏）は、善逝の滅後にあって、その時（＝<仏滅後>)、人々
ひと

はいかにして喜んで(harSita) (この）経を憶持（し、 （他人に）語っ

て聞かせ、解説）するか（を考えてのことなのである)。

ここに謂う①「それら（の奇瑞)」とは、諸仏が、そこから光線を放

ちつつ舌根を梵天まで達せしめたことをいうものであり、②「その他の

奇瑞」とは、それら諸仏が光線を撤収する際に発した“咳払い”と“弾

指”の音が全宇宙の十方世界に届き、それによって十方世界から供養の

品々がこの娑婆世界に向けて捧げられ、それらが一大鰻幕となって娑婆

世界を覆ったことを謂うものであって、ここでも、最も肝心の舌根から
、 、 、

放たれた光線上の蓮華座に坐して説法する無数のぼさつたちの顕現につ

いては一言半句も言及するところが無いのである。さらに③の「特性」

とは、 「この経には一切諸仏の有する威神力、…甚深の住地が明かされ

ている」と長行[7-(D)]に謂うように、それら一切諸仏の有する「特

質」の雁大なるを言うものである。そして、偶の後半は、同じく 〔7－

(c)]「この法門の委嘱の為に｣、 [7-(E)] ｢<仏滅後〉にあってこの経

の唱導者たれ」と要請していたのを承けて、実際にここに、 「<仏滅後〉

の衆生がいかにして喜んでこの経の唱導者となるか」を望んで諸仏はこ

の①、②の奇瑞と、そして③それら諸仏の有する莫大な特性とを顕示し

たのだと述べているのである。

しかし、すでに長行段で指摘したように、 この肝心の部分を欠く “神

変”と、 また、 この「法華経」が、いかに一切諸仏の有する、威神力、
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秘密、甚深の立処を説き明かすものであろうとも、そのことがどうして

直ちに、我々〈仏滅後〉の衆生の正覚に向けて為すべき“菩薩行”とし

ての“｢法華経」唱導”であるのか。この偶頌段においても、 この詰問

には全く応えるところがないのである。こうして、 [lal)～[154)は、
、 、 、

釈迦・多宝の二仏の舌根から十方に放たれた光線上で、無数のぼさつが、

説法しているというこの“神変”－これは、 〈仏滅後〉における“真

のぼさつ行”の何であるかを一目瞭然たらしめているもの－は全く擬
（袖2）

無されてしまっているのである。

それにも拘わらず、 さらに次のように続く。

〔偶5〕世間の導師が入滅された時（＝<仏滅後〉に)、この最高の

(agra)経を憶持（し、 （他人に）語って聞かせ、説示）するであろう

ところの善逝の息子（＝菩薩） らについて、その“称讃" (varna)

を多なるコーティ一・千の劫（の間）話すとしても、

〔偶6〕丁度、虚空界には十方において（全く際限が無い）ように、そ

のようにこれらの者（＝<仏滅後〉におけるこの経の唱導者）の（得

る）功徳について（の称讃）は際限が無いのであって、この素晴ら

しい(Subha)経を（未来に向けて）絶えることなく憶持（し、 （他人

に）語って聞かせ、説示）する者らには不可思議なる功徳があるの

である。

この二偶もまた、長行〔4〕の釈迦・多宝の二仏の為した“神変”な

ど一切触れることなく、ただただ「法華経」唱導者を称讃するだけのコ

マーシャル・ソングに過ぎないのである。そして、その唱導者の得る功

徳については、

〔偶7〕 （即ち）この者によって(anena,=<仏滅後〉における「法華経」

唱導者によって）①私（＝釈尊）は（<仏滅後〉であるにも拘らず） “見

られた者(drsta)''となる。②（すでに過去に）入滅したこの“世間

の導師” （＝多宝如来)、そして③これら全ての導師たち（＝十方分身

諸仏）も、 （その上、 さらに）④これら多なる（大乗の）菩薩ら全て
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と（仏統的正統派仏教の）四衆（＝要するに今、 この会座に居る聴衆全

て）も（"見られた者”となるであろうものなのである)。

この偶の、なかでも①～③は、なんと、

「見宝塔品」 〔偶15〕ここなる(iha) (多宝仏塔中の）座に（居るところ

の）私（＝釈尊）は“見られた者" (drsta)となる。そして、仏塔の

中央に在るこの当の世尊（＝多宝如来）は、そして（さらに）他の

無数・百の国土からやって来たこれら他方世界の多なる世間の保護

者たち(=-l‐方分身諸仏）は（全て、同じように“見られた者”となる)。

と殆ど同じものである。ところで、 「見宝塔品」の偶頌段については、

それの“後分”であることは明らかであるが、それにしても、どうして

｢見宝塔品」の[lal5) と同一内容の[iS7)がここに突如、出てくる

のか、その理由が問われるが、それは差し措いて、先に〔偶7〕を考え

るに、 〔偶5〕や〔偶6〕に謂う「法華経」唱導者の得る多なる“功徳”

(＝利益）の一環として、 「法華経」唱導者はく仏滅後〉にも拘らず、釈

尊をはじめ過去仏・多宝如来、他方世界から来た十方分身諸仏、 さらに

は今、 この会座にある（大乗）の多数の菩薩らと伝統的正統派仏教の比

丘ら四衆との全てを“見ることが出来る”と言うのである。たしかに、

これはご利益ではあろうが、一歩踏み込んで、 「それがどうしたという

のか」と問うに、ここでもそれに応える処は全く無い。

〔偶8〕その者によって(tena, =[1:7]の･anena'にして、 〔偶6d]の

「この素晴らしい経を常に憶持する者ら」を指す)、①今、ここ（＝娑婆

世界）に在る私（＝釈尊）は“供奉された者'' (3ragita)となる（で

あろうものである)。そして②これら全ての導師たち（＝他方世界か

らやって来た十方分身諸仏）は“供奉された者”となる。そして③

（すでに昔に）入滅したジナ・インドラたるこの者（＝多宝如来)、そ
、 、 、

して④他の(anye.=この娑婆世界以外の世界の）十方に現に（生き

て）在るところの（諸仏)、

〔校訂偶9〕そして、同様に（この娑婆世界以外の）未来や過去の諸仏、
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そして（今、この娑婆世界の）十方で現に生きて在るところの（諸仏)、

それら全て（の諸仏）はこの経を憶持するところのそQ者によって

(etena, 「現行本」は｡etat'なるも、それでは意味通じず、私に校定)"見

られた者”であり、 “よく供養された者" (supmjita)であるだろう。

ところで、 これら二偶もまた、 〔偶7〕 と同様、先の「見宝塔品」の

次の二偶と殆ど同一内容なのである。即ち、

「見宝塔品」 〔偶13〕この者によって(tena,=先の[1:12d] ｢"この教法

の説き明かし”に堪える者によって｣）私（＝釈尊）は常に“供養され

た者" (pnjita)であるだろう。そして、この斯くの如きの教法を聴

聞せんがためにいつも四方八方に赴くところのジナ・インドラにし

て自存者たる多宝如来、

〔偶14〕そして、 （他方の十方世界からやって来て無数の宝樹下に坐す彼

らによって）この大地が（多彩に）輝き、美しく飾られているとこ

ろの、その当のこれら（他方世界から）やって来た世間の保護者た

ち（＝十方分身諸仏)、それら（全ての諸仏）に対して、 （この者のな

す） “経の説き明かし”によって広大にして少なからざる供蕊

(puja)が為された(krta)ことになるであろう (bhavet) (ものなの

である)｡

ここにおいて、 この「見宝塔品」の〔偶13)、 [1614)と合わせて、本

章の〔偶8〕、 〔校訂偶9〕を考察するに、 〔偶8〕では、先の〔偶7〕

の釈尊、多宝如来、十方分身諸仏に加えて、娑婆世界の外にある世界、

つまりは全宇宙に現在する諸仏、そして〔校訂偶9〕で、娑婆世界の外

の、過去や未来の諸仏も加えて、総じて全宇宙の一切諸仏がこのく仏滅

後〉の「法華経」唱導者によって、先の〔偶7〕の‘‘見られた者”にな

るという段階から一段アップして、 じつに“供奉された（aragita)者”

となる、 と謂うのであって、要するに、このく仏滅後〉の「法華経」唱

導者は宇宙の一切諸仏に供奉したことになるというのである。しかし乍

ら、供奉される仏の数こそ彪大であっても、極々普通の大乗の菩薩の行
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ずる菩薩行によって得られる功徳であって、それ以上のものでは全くな

い。さらに突き詰めて謂うならば、 〈仏滅後〉における「法華経」唱導

はこのように彪大な功徳をもたらすとしても、一体、それがこの菩薩、

即ち「正覚を求める有情」としての、その己の正覚獲得において、如何
ゼロ

程の資するところがあるのかと問うに、それに対しては全く “0”回答

なのである。それ故、これら〔偶7〕～〔校訂偶9〕の三偏一それは同

時に「見宝塔品」の〔偶13]～[la15]である－は、直前の「常不軽菩

薩品」の所説内容、即ち、 「仏智の直観」たる“一切衆生本来からぼさ

つ”を一切衆生に知らしめんとする常不軽菩薩の“呼びかけ”を全く理

解出来なかった後代の者が、それを“｢法華経」唱導”に摩り替えて、

〔偶6〕にいう 「法華経」唱導者の得る“功徳”を補足せんとする想い

から持ち込んだ、謂わば第二次的後分なのである。

["10]この“真実の法" (bhnta-dharma,=｢正法」を明かす）経(=｢法

華経｣）を憶持（し、 （他人に）語って聞かせ、説示）するところのそ

の者は、人中尊（仏）たちが菩提の泉（たる菩提道場）で思惟された

（末に得られたところの） “(これまで衆生には）秘密の智憲" (rahasya-

jfiana) を（未だ仏でないにも拘らず）速やかに随思惟しうる

(anucintayet)のである。

ここにおいても、 〈仏滅後〉にあって、 この“真実の法” （＝其の仏法）

－〔偶5〕 「最高の｣、 〔偶6〕 「素晴らしい」と謂うところの「法華

経」－の唱導者は、仏が菩提道場での瞑想思惟の果てに盤得したとこ

ろの“秘密の（＝これまでは全く秘匿されていた）仏智”を仏の身では未

だないにも拘らず、速やかに随思惟しうると述べて、 「法華経」唱導者

を激賞し、それによって、その中味には一切言及すること無く、ただた

だ「法華経」がいかに勝れた経であるかを強調しているのである。こう

して、 「法華経」唱導者の称讃を益々エスカレートさせて、次のように

言う。

〔偶11〕丁度、風は（どこまでも）遮られることが無いように、この勝
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れた(viSista)経を憶持（し、 （他人に）語って聞かせ、解説）する者

の能弁もまた無碍である。 （その上）教法の（明かす）意味について

（その）解釈(nirkti)を熟知している。

〔偶12〕 （その上）この者は指導者（＝仏）の滅後であっても、導師た

ちによって“内に深い意図を秘めて語られた" (samdhayabh35ita,

＝随宜所説の）諸の経典間の順序次第(anusamdhi)を明確に認識す

る(praj加ati)。 （即ち）この者はそれら諸経の（内に秘められてい

る） “真実の義" (bhutamartham)を熟知しているのである。

これは、オリジナル『法華経」にあっては仏のみの有するく巧みな教

化方法> (@upayakauSalya')を、後に“方便'' (=衆生に真実を明かすまで
（14）

の暫定的な仮の手段） と解する者の手によって持ち込まれた異質のもの

であって、仏の説いた諸々の教法は、内に深い仏の意図(samdha)を

秘め乍らも、 （外に向かっては） “方便”を行使して衆生の様々な機根に
玄こと

応じて説かれた「随宜所説」と、 “方便”を捨てて真実を明かした「真
（15）

の仏法」との別があるのであるが、 「法華経」唱導者はじつにそれを明

断に認識して、その“仕分け”をなしうる者だと言うのである。しかし、

ここにはそれを証する何の根拠も示されること無く、それ故に、これは

ただ言葉だけがあって、中味のない空疎な宣伝文に他ならないのである。

〔偶13〕この者は月に嚥えられ、太陽に等しい。この者は光りと輝き

を発する者である。この者は大地を遊行しつつ、そこここで多くの

菩薩を鼓舞する。

これは、 「妙」 「如日月光明能除諸幽冥斯人行世間能滅衆生闇

教無最菩薩畢寛住一乗」 (52b27-28)の訳文によって世間に贈炎する

ところであるが、羅什の極めて盗意的な訳であって、梵文原典とは懸け

離れており、特に「畢寛住一乗」は梵本には全く存在しない語句である。

その上、梵文原典自体、ここに謂う「この者」とは勿論「法華経」唱導

者を指すのであるが、ここでは、 「この者が多くの菩薩を鼓舞する」な

どと、 まるで「仏」であるかのような発言であって、これまた後分に他
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ならない。

〔偶14〕それ故、 じつに（今、 この会座に列なる）賢明なる菩薩らは、

（｢法華経」唱導者についての）斯くの如き称揚(anuSamsa,功徳利）

を聞いたからには、私（釈尊）の滅後に（この）経を憶持（し、 （他

人に）語って聞かせ、解説）すべきである。

これもまた、 「妙」 「是故有智者聞此功徳利於我滅度後応受持斯

経是人於仏道決定無有疑」 (52b29-c2)の羅什の訳によって、本章

のみならず「法華経」全体の“結文”の如くに見倣されてきた。しかし

乍ら、繰り返しになるが、 “｢法華経」唱導者たれ”と言うも、その『法

華経」の肝心の①“一切衆生本来からぼさつ”という主張、②その「法

華経」を全く知る由もないく仏滅後〉の衆生の一人一この者こそ常不

軽菩薩にして、現実には「法華経」創作者なのである－が“一切衆生

本来から鯰ろ'･こそ己の成仏を絶対保証する根本原理と見倣し、それ

をく仏滅後〉にあって自明の真理たらしめんとして、来る日も来る日も

巷に出て出合う比丘、比丘尼の一人ひとりに「あなたは菩薩行を行じら

れよ・ （そうすれば、将来必ず）仏になるからです」 と一切衆生に及ぶま

で為そうという決意のもと、 “呼びかけ”て廻ったかの常不軽菩薩の“振

舞い雨、そして、③それに要する彪大な時間と広大な空間をここに収散

して、見事にビジュアル化したところの、釈迦・多宝の二仏の舌根から
、 、 、

の十方の放光と、その光線の一々に無数のぼさつが出現し説法している

という “一大神変"、これらについてそれこそ一言半句も言及すること

無くして、ただただ“｢法華経」唱導をなせ”と主張する、 これのなん

と空虚なことか。これの“後分”であること、 じつに歴然である。

ここに至って、この「現行本」の偶頌段全体は、後代にインドのオリ

ジナル「法華経」の所説内容を理解すること無き者の手によって、持ち

込まれたところの、ただただ「法華経」唱導者を讃欺するという極めて

中味の無い“宣伝文”であって、これが、本来から存していたとは到底

考えられないのである。
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おわりに

こうして、オリジナル『法華経」は、その前半部の中核たる「仏乗

品」で、 「仏“出現・説法”の本懐」を明かし、後半部においては、 「如

来寿斌品」で、 「仏“入滅”の真実相」を明らかにして、残るところの、

我々〈仏滅後〉の衆生にとって最も肝心な為すべきものたる“智行双
、 、 、

運”の“行"、即ち、正覚独得のためのぼさつ行は何か、 というこの喫

緊の課題に応えるべく、 「常不軽菩薩品」で、遥か昔、威音王仏のく仏

滅後〉にあって、来る日も来る日も僧院から巷に出て、出合う比丘、比

丘尼の一人ひとりに「あなたはぼさつ行を行じられよ・ （将来、必ず）仏

に成られるから」と“呼びかけ”をして廻ったという「常不軽菩薩奇行

認」を創作し、それを一場のドラマに仕立て上げて、それでもって、 こ

の菩薩の“振舞い”こそ、我々〈仏滅後〉の衆生にとって自利・利他一
まこと

体の“真のぼさつ行”の、その一つのモデルを顕示していたのである。

こうして、 「法華経」はここにフィナーレ（＝最終楽章、大団円）を迎

えたのであり、仏塔中に坐す釈迦・多宝の二仏は①“長広舌相”を示し

て、 ここまで語られてきた「｢正法・蓮華」の法門」 （＝｢法華経｣）が仏

の金口直説であることを証明し、②その舌根から無数の光線を十方に

放って、その光線の一々にはこれまた無数の金色に輝く鶴うが蓮華座

に坐して説法しているという、壮大な“神変”を顕現させたのである。

この舌根から放った無数の光線のその一々に無数のぼさつが説法してい

るという光景は、最後まで残されていた懸案の、我々〈仏滅後〉の衆生

の為すべき成仏行の何であるかを、この神変を視る者をして如実に実感

せしめるもの、それは「正法・蓮華」という経題に即して言えば、 “『正

法」の「蓮華」化"、 じつに『正法」をく仏滅後〉の無仏・悪世に見事

な“白蓮華”として花咲かせることなのである。

かくて、本章「如来神力品」は、本来、この“神変”を述べる〔4〕

でもって完結していたに違いない。なぜなら、 この後に述べるべきこと

など何一つ無いからで、現に、 「現行本」にあって、 この後の長行段と
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さらに偶頌段全体を見ても、この神変のうちのハイライト部についての

言及はそれこそ一言半句も無いのである。それ故、それら全体は丸ごと

"後分”であること明々白々であって、 これは、取りも直さず、本章は

本来長行〔4〕のみであったということに他ならない。

こうして、 「序品」の「放光による東方万八千の仏国土示現」という

"神変”で始まったオリジナル「法華経」 （＝｢根本法華経｣）は、 この最

終章「如来神力品」で、釈迦・多宝の二仏の舌根から十方に放たれた光

線に無数のIまきろが説法しているという ‘‘一大神変'を示現して、 「序

品」と好一対をなしており、それでもってこの長篇物語はその幕を降ろ

したのである。

引用文献略号

｢岩本訓：坂本幸男・岩本裕訳注「法華経」 （上、下）岩波文庫

｢植木訳」 ：植木雅俊訳「梵漢和対照・現代語訳法華経」 （上、下）岩波
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[2013) :「｢法華経」 「方便品」における!Upaya-kauSalya'」 「仏教

学」第55号

[2015] : 「｢法華経」に見る「般若経jの“巻き返し”－第二章の

箱読〔補遡〕－」 「桂林学叢」第26号

[2016] : 「｢法華経」のく仏乗〉 とは何か－第二章の精読一」

（三友健容博士古稀記念論文集「智慧のともしびアビダ
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「法華経」を求めて（Ⅵ）一」 「東方」第34号

[2018b] : 「法華経」の釈尊は“永遠仏”か一インド・オリジナル

「法華経」を求めて（Ⅷ）－『桂林学叢」第30号
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「法華経」 「如来神力品」の輔読（苅谷定彦）

高崎「如来蔵形成」 ：高崎直道『如来蔵思想の形成」春秋社 1974

｢土田本」 ：荻原雲来・土田勝弥「改訂梵文法華経」山喜房仏書林 1994

注

(1)

（2）

(3）

苅谷[2016]参照

苅谷[2018a)参照

拙稿「｢法華経」 「法師品」の精読」 （｢法華文化研究」第47号(2021

年三月発行、掲赦予定）参照

苅谷[2018b)参照

拙稿「常不軽菩薩の“呼びかけ"」 （｢桂林学叢」第31号掲戦予定）参

照

苅谷〔2020〕参照

この･vastavya'は「妙j 「旧住」 (51cl5)に相当する。それを「植

木調（下、 387）は「住すべきところの」と訳すが、誤謬である。

｢辻文法j (p.199)を見るべし。

この.ga'pin' (ガナを率いる者）については、そもそも仏教の教団組

織たる.samgha' (サンガ、僧伽）は一定地域内(=界内）に居る具

足戒の比丘の「全員参加・全員一致」を根本原則とする完全な“共

和”体制であって－「見宝塔品」で仏塔の表層を剥がすに当って、

十方分身諸仏の招集が必要であったのはこれに依る－、凡そそこ

には、そのサンガを率いる“長”なる者は全く存在しなかった。そ

こに、大乗仏教が興起した際、その大乗仏教を奉ずる比丘同士の集

りを“菩薩・ガナ" (bodhisattva-gaPa)と呼んだ－この語に大乗
仏教の起源を見たのが「平川大乗仏教起源説」である－のであっ

て、 ここでは地下から突如涌出した「地涌菩薩」の集団を指してい

るのであり、そこには本来、 “ガナを率いる者'' (gapin,ガナの“長")

などはその観念すらも存在しなかったのである。しかも、この地涌

菩薩の数は元々は「六万恒河沙」であったが、後に“春属”

(parivara)という観念が持ち込まれて、 この六万恒河沙の地涌菩薩

は一人ひとりが六万恒河沙の春属を有するとされて、六万垣河沙の

"二乗”という莫大な数となり、そこでその莫大な集団を“率いる

者" (gallin)という概念が生まれたのである（第一次後分)。さらに

その後、第二次的後分として、地涌菩薩の有する春属の数は、一人

１
１

４
５

く

（6）

(7）

(8）
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当り六万垣河沙から順次減じていって一人しか持たない者、 さらに

は一人も持たない者まであって、 しかも、その地涌菩薩の数は無数

である、 ということになって、ここに彪大な菩薩集団が存すること

になり、遂にそれがここに調う“大なる集団（＝師団）を率いる者”

(mah5-gapin,「師団長｣） という存在が考えられたのである。しかも
この“師団”は四大洲の一つずつに存するとして、ここに「"上行”

等の四大菩薩」と呼ばれる存在が登場したのであり、 「"上行”菩薩」

とは勿論、 この四大洲の一つ、ジャンプ洲の娑婆世界の師団長のこ

とである。しかし乍ら、仏教にあってはこのような軍隊組織の中央

集権体制は決して本来からのものとは考えられない。故に、 この

〔3〕の“後分”であることは、 この点だけでも明白なのである。現

に、 このような地涌菩薩の“春属”についての言及は当該箇処を外

にしては全く存しないのである。

（9）静谷正雄「初期大乗仏教の成立過程」 （百華苑1974)参照

(10)拙稿「法華経と如来蔵経一一切衆生皆悉ぼさつと悉有仏性一」

（森三樹三郎博士頌寿記念『東洋学論集」 (1979)所収）参照

(11)これについては、苅谷[2006)の第六章(3) 「神力示現に関する漢

訳の問題点」 (p､542-548)で、今にしては未熟乍ら、検討した。

(12)ところで、 「岩本訳」は、その「解題」で、 これに注して「(本章

は） 「流通分」の最後を飾って、如来の神通力の実演を演出する。内

容的には、…空中に出現した塔の中にある獅子座に坐るシヤーキ

ヤームニ如来とプラブーターラトナ（多宝）如来とが、大地の割れ

目から出現した幾千万億の求法者たちの前で神通力を発揮するとい

う演出方法をとっているが、 ドラマティックでもなければ、内容的

にも興味深いものは何もない」 （下、 403） と言う。しかし、 「岩本

訳」自体には、羅什訳の「於文殊師利等無量…菩薩…人非人等一切

衆前現大神力」とは異なって、 「現行梵本」の釈迦・多宝の二仏の舌

根から十方に放たれた光線の中に無量のぼさつが説法しているとい

う、 この“神変”示現に相当する訳文は勿論、存在する。それにも

拘らず、 「興味深いものは何もない」というのは、恐らく、羅什訳の

「妙」に全く無批判的に追従したからであろう。それ故、この岩本裕

の批評は、 「心ここに非ざれば、見れども見えず」の類であると言う

他はない。
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「法華経」 「如来神力品」の精読（苅谷定彦）

(13)これに関連して、下田正弘は、そもそも大乗仏教は‘‘書写された”

経典の出現によってこそ始まった、 と力説する。たしかに“大乗経

典の出現が大乗仏教の始まり”であるけれども、その大乗経典が、

なぜ始めは“書写されたもの”であったのか、その必然性が私には

全く理解しえない。もし、下田の言う通りであるならば、 ここなる

「法華経」の常不軽菩薩が臨終真際になって空中からの音声でもって

始めて「法華経」を聞いた、 というような話がどうして作られたの

であろうか。仏教経典の“普写”は、紀元前一世紀頃に、仏教の母

国たるインドのガンジス河中流地帯から遠く離れたセイロンという

僻地で始まったとされるが、それは、伝統的正統派仏教におけるこ

れまでの経典の「口伝による」という伝承形態の存続に当って、そ

れだけの能力を持った比丘が存在しないという危機に直面して、そ

のあげくの打開策であったに違いないのである。

(14)苅谷(2013]参照

(15)苅谷[2015)参照

(補l)「現行本」は'sarveetaahamcatasIghpalSadovyaka【℃myanuttarayam
samyak.sambodhau'なれど、私に校定した。

(補2） ここで、両漢訳を見るに、 「正法華」は〔偶2〕 「其舌神根暢音

梵天演奮光明億百千妓」 (124cl-2) と、 〔偶3] 「又聖導師弾

指之頃宣洪音声」 (124c4-5)、 〔偶4) 「如此変化及余感動瑞応

如是」 (124c7-8)とあり、その意趣するところは不明瞭である。一

方、 「妙」は「舌相至梵天身放無数光」 (52b2)とだけあって、 こ

れは長行〔4〕を「出広長舌上至梵世一切毛孔放於無量無数

色光」 (51cl8-19)と訳出するのと同じであるのは当然のこと乍ら、

「現行梵本」と「妙」 との間の大なる相違、即ち、 『妙」における
、 、 、

「無数の光線上における無数のぼさつの説法」という神変の完全な擢

無は、決して羅什の「所依梵本」に依るものではなく、むしろ、逆

に、羅什はこの〔偶2〕～〔偶4〕こそ本来のものと見倣して、長行

〔4〕を“改ざん"、どころか“変造風、乃至は“腰作．したのに相違

ないのである。このことから、長行〔4〕の〔偶2〕～〔偶4〕への

改ざんは、すでにインドでなされていたということであり、それは

取りも直さず、長行〔5〕以降と偶頌段全体は“後分”であること、

換言すれば、本章は長行〔4〕だけでもって構成されていたという

-127-



ことに他ならないのである。

(補3）この地涌菩薩の数は、 「従地涌出品」に「六万桓河沙」とある故に、

この[1]は、後代になって、それとは別の者が持ち込んだもので

ある。

(補4） 「版本」は、 「土田本」には欠くが、 この①「一切諸仏の威神力」

の前に、すでに「中村瑞調が指摘する（下、 249）ように、 Osarva-

buddha-dharmah． とあり、これは『妙」 「如来一切所有之法」 (52b

17-18) と一致するも、 「写本集成」を見るに、 これを欠<もの多く、

最古のものとされる「G本」 （＝「ギルギット本｣） も欠く。故に、

この句は、後の①、②、③を指して謂うもので、 “後分”である。

(補5）これは、 「梵本」 [4-(A)]の「釈尊と多宝仏は仏塔の真中に坐し

て、二人とも舌根を出し」を「妙」では「爾時世尊…一切衆前現大

神力」と訳されていることと、たちまちに矛盾するのであって、そ

の「世尊……現大神力」がじつに羅什の“変造”であることを暴露

している。
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